
 

令和　年　月　日 

 

古河市長　針　谷　　力　様 

 

古河市特別職報酬等審議会 

会 長　長濵　忍 

 

古河市特別職等の報酬額について（答申） 

 

令和８年５月 25 日付け、古職第 130 号で諮問のありました標記事項について、本審議会は

慎重に審議した結果、下記のとおり答申いたします。 

 

記 

 

１　審議会の結論 

 

（１）市議会議員の報酬月額について 

　　古河市議会議員の現行の報酬水準の妥当性を審議した結果、報酬月額を次の表の額に改

定することが適当である。 

 

　（２）改定時期 

　　改定の実施時期については、令和　　年　　月　　日とすることが適当である。 

 

２　審議経過および内容 

　（１）諮問事項（要旨） 

　　現在の市議会議員の報酬月額は、平成 19 年以降、20 年近く一度も見直しがされておら

ず、政策決定や執行機関の事務執行の監視及び評価など、重要な議会活動を担っている市

議会議員が、職責に見合った適正な報酬を受けることが不可欠である。 

将来にわたる質の高い議会活動を維持し、市議会議員がその役割や責任に見合った報酬

の見直しについて、審議会での適正かつ慎重な審議をするよう諮問を受けた。 

 

 
特別職 職名

　　　　　　　　　報酬月額　　　　　　（単位：円）

 現行 改定 差額
 

市議会議員

議長 500,000 000,000 00,000

 副議長 450,000 000,000 00,000

 議員 400,000 000,000 00,000

 資料 5 　　　　　　 

　　　　　　　　　　　《　答申案のイメージ　》



　（２）市議会議員の報酬額の現状、他市との比較、古河市の財政状況等 

　　現在の市議会議員の報酬月額は、平成 19 年５月１日に改定され、議長が 50 万円、副議

長が 45 万円、議員が 40 万円となっており、平成 19 年以降、20 年近く見直しがされてい

ないことを事務局より説明を受けた。 

この月額は 10 万人規模の県内市や類似団体と比較しても低いこと、また一方で消費者物

価指数、茨城県の最低賃金、古河市職員の給料月額は近年増加傾向にあること、さらに古

河市の財政は健全な範囲で行政運営がされていることや、市議会議員が担っている活動内

容についてもあわせて説明を受けた。 

 

　（３）審議の基本方針 

　　事務局からの現況説明を踏まえ、審議会において各委員の専門的見地、市民感覚を基に

慎重かつ公正、多角的な意見交換と審議を行った。委員からは「社会情勢や古河市の財政

状況からすれば増額を考える時期にある」、「今後の議員のなり手や職責を考えると報酬改

定の審議をすること自体がむしろ遅かった」という意見が寄せらた。 

慎重なる審議を経て、全会一致で市議会議員の報酬月額を『増額すべき』と答申するこ

とを審議の基本的方針とした。 

 

　（４）審議内容 

　　市議会議員の報酬月額について、基本方針に沿い、社会情勢や、他市との比較した結果

を基に適正な報酬水準となるよう、以下の３つの試算方法で算出した増額改定案について

審議・検討を行った。 

　　①人口 10 万人台の県内 4市の中央値を用いた試算 

　　②類似団体（人口 13～15 万人）のうち、議員 1人あたり人口数が古河市の±10％以内と

なる 5市の中央値を用いた試算 

　　③行政職給料表の 8級（部長級）の中央値を用いた試算 

　　以上の３つの方法により試算された報酬月額について議論を行ったところ、・・・ 

　　・・・・などの意見が寄せられ、専門的な知見、市民感覚に基づく客観的かつ多角的な

視点から審議した結果、『　　　　　　　　　』を妥当という意見が多数を占めた。 

　　したがって、古河市議会議員の報酬月額については、　　　　　　　により試算された

改定額とし、審議会の結論とすべきと答申するに至った。 

改定の実施時期については、現在の市議会議員の任期が満了し、新たに選任される議員

の任期が始まる令和　　年　　月　　日を適用日とすること、さらに次回選挙に立候補す

る候補者がその報酬月額を認識できるよう、答申後、速やかに条例を改正することが適当

であるものとした。 

 

３　附帯意見（審議会からの議会への意見・要望、期待したい事項等）


